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テーマ設定の理由

日本は今とてもポイ捨てやゴミの量が多いと 
思ったのでごみについて調べてこれからの日 
本をより良くする為にできることを、知りた いと

思ったからこのテーマにしました。



現状

日本全体で1年間に家庭から排出されるごみの量は、4272万トン。 東京ドーム

に換算すると、約115杯分になります。 世界の廃棄物発生量の推定値は 
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増えると予想されています。

ここテストでる
から勉強しと
けよ～



課題

最終処分場にごみを運び込む前に、焼却工場でごみを燃やし、体積を大きく減

らしています。

 これは、日本は国土が狭く、最終処分場を多く確保することがで きないからで

す。今ある最終処分場は、約20年で満杯になると 言われています。そのため、

燃やすことでごみの体積を減らし、 少しでも最終処分場が長く使えるようにして

います。 

ごみを放置していると有害物質が発生したり、火事になったりす ることもありま

す。また、有害物質が川や地下水などに混じると 公害問題に繋がる場合もあり

ます。



解決策

(´・ω・`)知らんがな

　出来る事

● ごみは所定の場所・時間に、分別して出す

● 再生プラスチック製品を使用する

● ごみのポイ捨て、不法投棄はしない

● 屋外で出たごみは家に持ち帰って処分する

● 河川敷や海岸の清掃活動に参加する



10代からの提言

先程の日本のごみの現状や問題点からゴミの 発生を防ぐ

ための袋の有料化なんかより法律 を立てて禁止にしたりプ

ラスチックのものを よりエコにして紙ストローを使ったりすれ

ば ゴミの発生をより防げると思います。



感想

今回、ごみ問題がこれからの日本に大切 なこ

とが分かった。これからの日本はごみの 最終

処分場をより長く利用できるように、様々 な対

策を考えて協力しなければいけないと 思った。


